
　23-27 節の祭司長や長老の姿は、神
様に従うものではなく、自分の都合ばか
りを気にかけるものだった。 
  そこでイエス様は、28節からのたと
え話をもって、彼らに大切なことを気づ
かせようとされた。ぶどう園に働きに行
きたくないと答えたが、後に思い直して
行った兄と、行くと口先だけで従い、結
局行かなかった弟が登場する。イエス様
は暗に、祭司長らは、弟のように口先や
外側だけで神に従い、悔い改めていない
と言われた。取税人や遊女のような、罪
深いと人々からも思われるような人たち
の方が、本当にイエス様を信じ、悔い改
めたので、先に神の国に入ると言われた
のである。
  本当にイエス様に従う、とはどういう
ことだろうか？よく考えて応答しよう！

　イエス様がエルサレムに入城され
た後、真っ先に向かった場所は宮で
した。そこは人々が神様と交わる大
切な場所でしたが、その礼拝の場所
には、お金目的の両替人や商売をす
る人で一杯でした。イエス様がどん
な心で、激しく彼らを追い出された
のかを想像してみよう。。。
　今や私たち自身が聖霊の宮（Ⅰコ
リ 6:19) であり、いつでも私たちは
神様と交わることが出来ます。そし
てその交わりは、神様ご自身が望ん
でいることです。ですが、それにふ
さわしい心となっているかどうかは、
一人一人いつでも気を付けなければ
ならないことだね。今日、心の一番
真ん中にイエス様をお迎えして一日
を始めよう！！

　今日はぶどう畑にまつわるお話しで
す。明らかに、神様とイスラエルの関係
を、またこれまでに立てられた預言者、
そしてイエスさまについてが語られてい
ます。
　イエスさまの語りは、一つ一つ旧約聖
書を引用しています。聖書の下の欄から、
イザヤ書や詩篇に飛んで読んでみましょ
う。イエスさまは大きな物語を語ってお
られます。聖書が語る大きな物語は、私
たちの身近な生活と結びついているはず
です。今日聖書から神様は何を語ってく
ださるでしょうか。また一日の生活の中
から神様は何を語ってくださるでしょう
か。いつでも私たちがわかるように語り
かけてくださるイエスさまの心に耳を傾
けましょう。

　ダビデは新しい歩みを始めて、王
になるという時にまずした事は、神
様に聞くという事です。そして神様
に従い、自分の目的を神様の御心と
一致させました。これは私達が歩む
べき人生そのものです！
　自分の将来や毎日の生活で何を基
準に考えているかな？何を 1番優先
させて考えているかな？アブネルは
自分がしたいと思った事で王を定め
ました。その結果は敗北です。もし
私達も神様から受け取らずに自分だ
けで生きて行くなら勝利が与えられ
る事はないよね！神様を選ぶ事でし
か得られない喜びを受け取ろう！神
様に聞く事が出来るようにと祈ろ
う！

　ダビデの命を狙い続けたサウルの
死がダビデに伝えられ、長い戦いが
終わりました。しかし、ダビデにとっ
て喜びと解放の日ではなく、悲しみ
と哀歌をささげる日となった。ダビ
デはサウルを主の油注がれたものと
して認めていたし、ヨナタンを心か
らの友だと思っていたからです。
　ダビデはサウルとの長い敵対関係
の試練の中で、神様が立てた権威に
従うこと、そして神にさばきを委ね
ることを学び、ヨナタンからはダビ
デを助けて何の見返りをも要求しな
い純粋な善意と愛を学んでいました。
　良い時も悪い時も、いつも神様と
共にあることを覚えて歩もう！今日
も神様はあなたに語っておられま
す！聞く心を持って祈り続けよう！

　ギブオンの池のそばで出会ったヨ
アブとアブネル。2人は若者たちに闘
技をさせ、それが殺し合いになり、
戦争へと続いてしまった。また、ダ
ビデ王の国を北へ広げたいヨアブた
ちはアブネルを殺そうとするけど、
彼のいのちを狙っていたアサエルが
結果として殺されてしまう。その後、
アブネルの説得でヨアブは戦いを終
わらせたけれど、弟の復讐という目
的がまた増えてしまった。
　目標があるとそれに向かって前進
することができる。だけど、何を目
的にするか、その動機は何か、私た
ちはいつも立ち止まって考え、確認
していく必要があるね。神様があな
たに与えてくださっている目的って
なんだろう？聞いてみよう！

　ここではユダ部族の王としてのダ
ビデと、サウルの将軍であったアブ
ネルが契約を結ぶために、様々なや
り取りがなされています。そこには、
表面的には良さそうに見えたり、政
治的には必要なことも含まれていま
した。
　しかし、ダビデとアブネルの心の
動機は、どうだったのでしょうか。
目指すところが正しくても、動機が
正しくなければ、それは神様が喜ば
れるものではありません。
　私たちの日々の歩みはどうでしょ
うか。神様の前に、誠実な思いで進
むことが出来ているでしょうか。今
一度静まって、日々の選択の動機が
どこにあるのか、何のためなのか思
い巡らそう。
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　さて、イエスは朝早く、まだ暗いうちに
起きて寂しいところに出かけて行き、そこ
で祈っておられた。


